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あたらしい委員です。よろしくお願いいたします。
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石橋弘嗣委員

板槗利行委員

小沢伊知郎委員小川治夫委員

太田裕士委員宇田川忠好委員

石田まさ子委員

石井文夫委員

会長
石井克己委員

会長職務代理者
石井利和委員

新
し
い
農
業
委
員
を
任
命

　

平
成
29
年
の
「
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
」
の

改
正
に
よ
り
、
農
業
委
員
は
公
選
制
か
ら
市
議
会
に
よ

る
同
意
を
得
て
市
長
が
任
命
す
る
制
度
と
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　

こ
れ
を
受
け
令
和
２
年
７
月
20
日
に
村
越
市
長
か
ら

新
た
な
農
業
委
員
と
し
て
任
命
さ
れ
る
と
と
も
に
、
そ

の
後
開
催
さ
れ
た
農
業
委
員
会
臨
時
総
会
に
お
い
て
新

た
な
農
業
委
員
会
会
長
と
会
長
職
務
代
理
者
が
互
選
さ

れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
同
年
８
月
７
日
の
総
会
に
お
き
ま
し
て
、

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
６
名
が
新
た
に
農
業
委
員

会
に
よ
り
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
３
年
間
、
農
業
委
員
、
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
と
し
て
、
市
川
市
の
農
業
者
の
た
め
に
尽

力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
就
任
に
あ
た
っ
て

農
業
委
員
会
会
長
　
石
井
　
克
己

　

残
暑
厳
し
き
折
、農
家
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

ま
す
ま
す
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
平
素
か
ら
農
業
委
員
会
活
動
に
ご
理
解
と
ご

支
援
を
賜
わ
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
た
び
農
業
委
員
会
会
長
と
い
う
大
役
を
仰
せ
つ

か
り
、
責
任
の
重
さ
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か

ら
の
３
年
間
、
農
業
を
取
り
巻
く
厳
し
い
環
境
と
取
り

組
み
な
が
ら
、
農
業
者
の
皆
様
と
市
川
市
農
業
の
発
展

の
た
め
、
誠
心
誠
意
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
変
わ

ら
ぬ
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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岡本好夫委員③富田憲一委員②久保田章委員①

平田秀行委員⑥大滝與鷹委員⑤石井玄徳委員④

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

　
　

令
和
２
年
８
月
７
日
の
総
会
に
お
い
て

　

６
名
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

農地利用最適化推進委員の皆さん

農地利用最適化推進委員の担当区域

氏　名 区　　　　　域
久保田　章　① 大　町
富田　憲一　② 大野町、南大野
岡本　好夫　③ 柏井町、奉免町

石井　玄徳　④ 稲越町、下貝塚、曽　谷
北方町、宮久保、東菅野

大滝　與鷹　⑤ 国府台、国　分、中国分、北国分
須和田、東国分、堀之内、真　間

平田　秀行　⑥ 上記以外の区域
※各委員の氏名後ろの番号は担当区域です。
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所
有
農
地
及
び
耕
作
地
に
関
す
る
申
告
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

農
地
の
賃
貸
借
料
情
報

農
業
者
年
金
に
入
り
ま
し
ょ
う

人
事
異
動
に
つ
い
て

　

毎
年
８
月
１
日
現
在
の
農
地
の
所
有
者
と
耕
作
の
状

況
等
を
把
握
す
る
た
め
に
、
農
家
の
皆
様
に
は
申
告
書

の
提
出
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
郵
送
し
ま
し
た
申

告
用
紙
は
、
同
封
の
返
信
用
封
筒
で
９
月
18
日
ま
で
に

農
業
委
員
会
事
務
局
へ
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
申
告
は
、
農
政
上
の
重
要
な
基
礎
資
料
と
な
る

こ
と
や
、
農
地
の
権
利
移
動
や
相
続
税
納
税
猶
予
に
必

要
な
証
明
の
発
行
の
根
拠
と
な
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
農
地
を
相
続
さ
れ
た
方
、
賃
借
の
解
除
に
つ

き
ま
し
て
は
、
農
地
法
に
基
づ
く
届
け
出
が
必
要
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ご
不
明
な
点
は
、
農
業
委
員
会
事
務
局
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

農
地
法
第
52
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
農
業
委
員
会
で
は
、

地
域
に
お
け
る
賃
借
料
の
目
安
と
な
る
よ
う
に
「
実
勢
の

賃
借
料
情
報
」
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

　

市
内
に
お
け
る
平
成
31
年
１
月
か
ら
令
和
元
年
12
月
ま

で
に
締
結
（
公
告
）
さ
れ
た
賃
借
料
水
準
は
、
左
表
の
と

お
り
で
す
。

　

な
お
、
生
産
緑
地
地
区
以
外
の
市
街
化
農
地
は
除
い
て

お
り
ま
す
。

　

○
農
業
者
の
方
な
ら
広
く
加
入
で
き
ま
す
。

　

○�

積
立
方
式
・
確
定
拠
出
型
で
少
子
高
齢
化
時
代
に

強
い
年
金
で
す
。

　

○
保
険
料
の
額
が
自
由
に
決
め
ら
れ
ま
す
。

　

○�

終
身
年
金
で
す
。
80
歳
前
に
亡
く
な
ら
れ
た
場
合

は
死
亡
一
時
金
も
あ
り
ま
す
。

　

○
税
制
面
の
優
遇
措
置
が
あ
り
ま
す
。

　

○�

一
定
の
要
件
を
満
た
す
農
業
者
に
は
保
険
料
の
国

庫
補
助
金
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
農
業
委
員
会
事
務
局
若
し
く
は
Ｊ
Ａ
い

ち
か
わ
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

編
集
／
発
行　

市
川
市
農
業
委
員
会

住
所　

市
川
市
東
大
和
田
一
丁
目

　
　
　

二
番
十
号
（
分
庁
舎
Ｃ
棟
２
階
）

電
話　

０
４
７
（
７
１
２
）
５
０
６
３

農
業
委
員
会
だ
よ
り
編
集
委
員

　
　
　

石
井 

克
己　

石
井 

利
和

　
　
　

小
川 

治
夫　

石
橋 

弘
嗣

　

４
月
１
日
付
け
で
事
務
局
の
人
事
異
動
が
あ
り
ま
し
た
。

転
入　

事
務
局
長　
　
　

飯
塚　

浩
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
保
健
部
次
長
よ
り
）

　
　
　

事
務
局
次
長　
　

舘
野　

裕
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
こ
ど
も
施
設
運
営
課
長
よ
り
）

　
　
　

副
主
幹　
　
　
　

笹
川　

弘
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
国
民
年
金
課
よ
り
）

転
出　

退　

職　
　
　
　

谷
地　

正
道

　
　
　

農
業
振
興
課
長　

石
井　

啓
友

　
　
　

退　

職　
　
　
　

河
崎　

学

　
　
　

退　

職　
　
　
　

福
田　

哲

（10ａ当たり／年額）

農地の区分 平均額 最高額 最低額

田 16,600円 18,600円 10,000円

畑 26,400円 49,000円 13,000円

樹園地 49,000円 63,800円 25,000円

　
暮
ら
し
や
農
業
経
営
に
役
立
つ
話
題
、

情
報
な
ど
週
刊
に
て
お
届
け
し
ま
す
。

非
常
に
わ
か
り
や
す
く
、
読
み
や
す
い

農
業
の
専
門
紙
で
す
の
で
、
こ
の
機
会

に
ぜ
ひ
ご
一
考
下
さ
い
。

※
毎
週
金
曜
日
発
行

　
購
読
料
月
七
百
円
【
送
料
・
税
込
】


